
活動団体名：北九州環境ビジネス推進会(KICS)
活動地域 ：福岡県北九州市

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む

活動におけるテーマ・キャッチコピー
「社会循環」「自然循環」「エネルギーの地産地消」を軸に

北九州サーキュラーエコノミーを実装した
北九州「循環インダストリアルパーク」化を目指して



北九州市の50年北九州市 KICS

1992年
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ地球ｻﾐｯﾄ
｢国連地方自治体表彰｣

1997年
「ｴｺﾀｳﾝ事業」第1号指定

2008年
「環境ﾓﾃﾞﾙ都市」

2011年
「環境未来都市」
OECD「ｸﾞﾘｰﾝ成長ﾓﾃﾞﾙ
都市」

2018年
「SDGS未来都市」
OECD「SDGS推進に向け
た世界のﾓﾃﾞﾙ都市」

1998年 設立

北九州市の環境・ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ産業が保有するｿﾌ
ﾄ･ﾊｰﾄﾞ技術

「目的」
新しいﾋﾞｼﾞﾈｽの創出
国際連携による海外
ﾋﾞｼﾞﾈｽ展開

会 員：52社
特別会員：22団体
事 務 局：北九州市

環境局

《産官学民で公害を克服し快適な街へ》

1960年代

現在

1960年代

現在

活動団体紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿



Money フローから valueフロー・ストック化へ



社会循環のリーディングプロジェクト



自然循環のリーディングプロジェクト
SDGｓソーシャルファーム(農×福×環×企×行×ICTエコシステム)



エネルギーの地産地消のリーディングプロジェクト
再エネ100%の北九州モデルの普及・促進



６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業全体の
予定

北九州
循環経済
研究会

ビジョン
策定

事業化計画
策定

◆6/1 キックオフミーティング

◆6/7 第10回研究会
市民力・サーキュラーエコノミー

◆7/2 第11回研究会
エコテクノ・中間報告会

◆8/2 第12回研究会
ESG投資・SDGｓ登録
・認証

◆10/4 第13回研究会
再ｴﾈ100%北九州ﾓﾃﾞﾙ

◆10/4 意見交換会

11/27-11/28
中間報告書作成

11/6･11/12･11/13
研究会報告書原案協議

◆ 11/29
中間報告書提出

ビジョン策定・中間まとめ ビジョン原稿とりまとめ

エネルギーの地産地消普及計画立案 自然循環事業化計画立案

社会循環事業化計画立案

2/10-2/20
最終報告書作成

◆ 2/21
最終報告書提出

◆12/6 第14回研究会
KICS会長、ｴｺﾀｳﾝ連絡会会長、環境局対談

◆2/7 第15回研究会
最終報告会

12/15-1/20
研究会最終報告書作成

◆3/8
成果報告会

地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと



【取組について】 【地域について】 【関係者について】

 第2期北九州市SDGｓ
未来都市計画との連

携をはかり、ＳＤＧｓ登

録制度への誘導をは

かったところ、第1次で

219社の登録があった。

 北九州循環経済ビジョ

ンの中でのテーマを

絞った研究会と分科会

の開催は効果的で

あった。

 北九州市が策定中の「北

九州グリーン成長戦略」

と「地域循環共生圏づく

り」との連携の必要性を

感じた。

 日本初の「再エネ100％
電力エコタウン」を目指し

た取り組みに対し、再エ

ネ100％電力への電力契

約切替を積極的に行っ

たエコタウン企業が複数

でてきた。

 研究会において、ESG投
資についての投資側へ

のプレゼンを行ったとこ

ろ、第1号のESG投資が

実現した。

 研究会における議題で

はなく、関係者のみの水

面下での個別調整と協

議を重ねた結果、産・

官・学・民の連携が前進

した。
 研究会活動を通じてサ

プライチェーンにおけ

る脱炭素化が極めて

重要であることに気づ

いた。

地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだことによる成果



 北九州循環経済研究会を核として、さらなるｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞーの取り込み
(令和3年8月以降 新たに4社が新規会員として加入し、総計64団体の組織となる）

 「明日の北九州の環境産業ﾋﾞｼﾞｮﾝ」策定および事業化計画の策定
 「SDGｓ未来都市計画」と連動した登録・認証制度を活用する企業との連携

より強化したい地域プラットフォームの機能

検 討 体 制 2022年2月現在の地域プラットフォームの状況

取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
目指す″地域プラットフォーム“のイメージ



ありたい地域の未来

世界の環境産業の先端を走るために北九州の静脈産業と動脈産業がつながり、

地域一体となった資源循環エリア北九州「循環インダストリアルパーク」化を目指す。

取り組みにおいて新たに見えてきた課題

 パートナーシップとオープンイノベーション

 産業間連携

 規制緩和

 広域連携

 産業・企業誘致

 コーディネイト機能

取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題

 ライフスタイルの変化への対応

 デジタル化

(DX : Digital Transformation) 

 資金調達

 グリーンサプライチェーン



〘循環経済構築にあたっての障害〙

 文化的障害

・ビジネス文化

・消費者の受容性

 技術的障害

・循環設計への抵抗

・品質の保持

 市場障害

・安価なバージン原料価格との競争

・初期投資と資金調達

 制度（政策）障害

・廃棄物対策（規制政策から）

・循環産業政策(事業規制）

今後の展望

 北九州には多くの先端的環境技術

の蓄積（シーズ）があるが、さらに、

他所における先端・先進環境技術

の調査・研究

 環境技術の蓄積を生かしながらど

うビジネス化していくか

一社体制でのビジネス化か連携協

働によるビジネス化か

 連携する場合の連携の仕方、体制

づくり

 循環経済化促進のための制度的

枠組みづくり

〘今後の対応〙


